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木田金次郎美術館　�０１３５-６３-２２２１
秋から冬を迎える展覧会

「出会いから１００年 木田金次郎と有島武郎」開催中
第１６回ふるさとこども美術展
２月５日（土）～２月２０日（日）

西村計雄記念美術館　�０１３５-７２-２５２５
没後１０年　西村計雄－少年の旅路－開催中

トライアート「油彩画」に挑戦！
２月１２日、１９日１０時～１２時　参加費６００円

バレンタインサービス
２月１３日来館者にチョコレートをサービス

荒井記念美術館　�０１３５-６３-１１１１
現在冬の休館中

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－
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昨
年
の
春
に
尻
別
川
で
イ

ト
ウ
の
自
然
産
卵
が
確
認
さ
れ

た
。
実
に
画
期
的
な
こ
と
で
、

新
聞
で
も
大
き
く
取
り
扱
わ
れ

た
。
さ
て
、
こ
の
尻
別
川
の
ヌ

シ
と
も
言
う
べ
き
イ
ト
ウ
の
自

然
繁
殖
が
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で

大
き
な
話
題
に
な
る
の
か
。
イ

ト
ウ
の
素
顔
の
面
か
ら
探
っ
て

み
た
い
。

　

イ
ト
ウ
の
仲
間
は
サ
ケ
や
マ

ス
の
中
で
原
始
的
な
特
徴
を
多

く
残
す
グ
ル
ー
プ
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
に
か
け
て

４
種
が
分
布
す
る
。
そ
の
中
で

イ
ト
ウ
（
と
い
う
種
）
は
サ
ハ

リ
ン
、
ロ
シ
ア
沿
海
州
、
千
島
、

東
北
地
方
以
北
の
日
本
に
分
布

し
て
い
た
が
、
現
在
国
内
で
生

息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
北

海
道
だ
け
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
イ
ト
ウ
に
は
二
つ

の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
ア

イ
ヌ
は
こ
れ
ら
を
チ
ラ
イ
と
オ

ヒ
ラ
イ
ベ
と
呼
び
分
け
て
い
た

し
、
体
型
を
見
て
も
札
幌
か
ら

苫
小
牧
に
至
る
石
狩
低
地
帯
の

東
側
の
イ
ト
ウ
は
細
身
で
あ
る

の
に
対
し
、
西
側
の
イ
ト
ウ
は

頑
丈
で
明
ら
か
に
頭
部
が
大
き

い
傾
向
が
あ
る
。

近
年
の
遺
伝
子
解

析
は
、
石
狩
低
地

帯
の
東
西
で
北
海

道
の
イ
ト
ウ
が
大

き
く
二
分
さ
れ
る

こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
差
を

地
理
的
な
変
異
と

呼
ぶ
が
、
ア
イ
ヌ

の
区
別
は
的
を
得

て
い
た
と
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。

　

か
つ
て
は
道
南
や
東
北
地
方

に
も
分
布
し
て
い
た
が
、
石
狩

低
地
帯
以
西
で
今
で
も 
棲 
み
続

す

け
て
い
る
の
は
尻
別
川
だ
け
で
、

こ
れ
ら
の
頑
丈
で
頭
部
が
大
き

い
イ
ト
ウ
の
唯
一
の
生
き
残
り

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
尻
別

川
の
イ
ト
ウ
は
独
自
性
が
高
い

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
だ
か
ら

こ
そ
自
然
下
で
の
繁
殖
の
確
認

は
大
き
な
前
進
で
あ
り
、
今
後

は
そ
の
独
自
性
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
、
産
卵
を
含
め
た

繁
殖
活
動
を
邪
魔
し
な
い
こ
と

が
カ
ギ
と
な
る
。
ま
ず
は
地
道

に
保
護
に
努
力
を
傾
け
て
こ
ら

れ
た
方
が
た
と
共
に
自
然
下
の

繁
殖
確
認
を
喜
び
た
い
。

尻
別
川
の
イ
ト
ウ

　同じ作品でもその時どきによって表情が違って見えることがあります。
　何回か見ているうちに自分の感覚と共鳴することもあります。
　だから美術館は面白い。

常設展　小川原脩「自伝風な展覧会－アジアの大地－」開催中
　中国桂林、チベット、ラダック、そしてインドへの旅で出合った風物は、
小川原が生まれ育った倶知安にかつてあったような情景と重なり、情感豊
かな作品を次々に生み出しました。
　それぞれの土地で自然と一体となった人びとを描いた作品を展示してお
ります。
企画展「くっちゃんａｒｔ２０１１」開催中
　羊蹄山麓に住み、ゆかりのある作家たちの多彩で独創的な作品を集めた
展覧会です。今回は新たな作家たちも加わり、さらに海外からの出品もあ
り、見ごたえのある賑やかな展覧会となりました。
会期：２月９日（水）～３月２７日（日）

展覧会のお知らせ

　長年にわたって尻別川のイトウを保護されてこられた
「オビラメの会」の専門家のお二人にイトウについて話題を
提供して貰います。関心のある方はぜひご参加下さい。　
聴講料は無料です。
　なお詳細は風土館にお問い合わせ下さい。
日　時　平成２３年２月５日（土）
　　　　午後３時～午後４時半（質疑応答含む）
演　題　１．川村　洋司さん　絶滅危惧種イトウの保護対策
　　　　２．大村明宏武さん　尻別川のイトウの自然繁殖

風土館から　「風土館講座のおさそい」

開館時間は９時～１７時（入館は１６時半）
２月の休館日 １、７、８、１５、２２日


